
231106　　第1回 規制改革推進会議 地域産業活性化WG

231220　　デジタル行財政改革会議　中間とりまとめ

240209　　パブコメ開始〜240323 パブコメ締切後検討期限

240329(金)　通達発出（法的根拠）
0営業日

240401(月)　申請受付開始
5営業日

240405(金)　許可発出
0営業日

240408(月)　「日本型ライドシェア」出発式
2週間

240423(水)　本日
？？わずか2ヶ月？？

2406　骨太方針

「日本型ライドシェア(NRS)」は、3月29日の通達の発出まで「法的根拠がない」
為に本格的なドライバー募集が出来ませんでしたが、リスクと取り、アジャイル
に「できるところから、まずやってみる」を実践してスタートしました。この状況
で、わずか1-2ヶ月の結果しか見ずにその先の結論を出すのは、あまりに拙速
に過ぎます！

日本交通株式会社　2024年4月23日

本格的なドライバー
募集できず（法的根
拠がない為）
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とはいえ、政策の効果は既に出始めています！日本交通だけで、開始2週目の1週
間で、約2,400組の「タクシーに乗れなかった」方々を送迎し、約200人のドライバー
さん達に手取り約1,700円/時間のお仕事を創出できています！
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日本交通への割り当て台数      と
スタート2週目の稼動台数
（概算）

＜実績＞
スタート2週目の1週間(4/15-22)
稼動約400台/週
(稼働率約20%、週間の割り当て台数1,976台を100%として)

   20

＜効果②＞
約200人のドライバーさん達に対し、時間あ
たり税抜売上約3,500円、約2,100円の時
給、約1,700円の手取りを創出！

注：GW期間中はNRSの稼動は下がる予定です、年間で最もタクシー
需要が下がる閑散期のため。

＜効果①＞
NRSがなければタクシーに乗れなかったお
客様、1週間で約2,400組を送迎！
（1台4時間で平均約6組）

東京での不足車両数(3/13国交省発表)
(このうち半分を申請した44事業者に割り当て)



車両の整備：ブレーキパッドやタイヤ摩耗

● 全車両をジャッキアップして四輪タイヤを外し、ブレーキパッドの厚みとタイヤの溝を確認

● ブレーキパッドが摩耗して薄くなっているケースが散見(特にハイパワーFR車)、交換を促す。

● 都内だがスタッドレス履いている方も多い(3月)。車慣れしている証拠。
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車両の整備：車検証はもちろん、エンジンオイルと冷却水、車
体のキズと車内の清掃、三角表示版と発煙筒。

● ボンネットを開けてチェック。エンジンオイルが足

りない場合は追加を促す。冷却水はほとんどの

ケースで足りている。

● 車体やホイールのキズを確認。乗務中の事故等

の際に揉めない様。

● 車内の清掃状況も確認。「レーティングされます

ので、不快と感じられない様」と面談時にお伝え

する。

● 三角表示板がないケースが散見される。過去の

事故時に使ってそのままになっている？それほ

ど高くないので乗務までに買って頂く。

● 発煙等の有効期限切れも多い。こちらも新規購

入を促す。
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エンジンオイル

冷却水

整頓が必要な車内



車両の整備：表示灯と会社貸与ドラレコの装着場所確保。フロン
トガラス上部が混雑、電源も混雑。

● 小さめの車（例えば左写真のヤリスクロス）

で、ドラレコ等が既に着いている場合、 NRS表
示灯と、会社貸与ドラレコの装着場所に工夫

が必要。

● 表示灯、配線は基本は助手席の下側から、ド

ライバーさんの好みに応じてシガーソケットも

用意
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ご本人のドラレコ

通信型ドラレコ NRS表示板



面談で惜しくも見合わせたケース

・50代、現在フレックスでキャリア相談診断士。土

日シフト希望。健康状況自己申告書で「抗てんか

ん薬」。

・50代後半のカメラマン、時間があり、普段から車

で移動しているので応募。健康診断で重度の糖尿

病と判明。

・40代、不動産関連の自営、毎日運転。祖父がタ

クシーやっていて興味があり。面談中にコロナ後遺

症が酷いと判明。

・40代、面談時のやり取りから、接客面で採用を見

合わせ。

・30代、ダッシュボードの大きめの置物に違和感を

感じ、外してもらえるか聞いたところ難しいとの事で

採用見合わせ。
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10時間の教育、まずは5時間のe-learning。好きな時に、好きな場所で、スマホでも受講可
能。何度でも復習でき、テストで理解度も測る事ができます。
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次の2時間は錦糸町のNASVA(又は委託教育機関)にて「運転手適性診断」を受講。
タクシー・トラック・バスの乗務員も同じく受講が義務付けられています。
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最後の3時間は営業所にて、タクシーの知見を最大限に活用し、e-learningの復習、緊急時
やイレギュラー対応、実際に運転しての同乗研修をみっちりと。



ベース需要のタクシーを、ピーク需要の日本型ライドシェア(NRS)で補完。
お客様には十分な移動の足、ドライバーには適正な賃金、会社には適正な利益を。
NRSは日本らしく「三法良し」を実現した、「進化したライドシェア」なのです。

ある1日の需要と供給のバランス（あくまで例示）

ピーク需要 ＝ 日本型ライドシェア

需要

供給 ベース需要 ＝ タクシー
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「事 業 報 告 書 に 基 づ く タクシー事業の経営分析」令和２年度  ＜改訂版＞  公認会計士  永 島 徳 大

タクシー事業は薄利です。「既得権益」ではありません。
あるのは利益でなく「三代続いた事業を潰せない」という義務感であり、
「乗務員さんの雇用を守る」という「責任感」です。

東京でも半分が赤字

東京でも
利益率▲0.8〜1.6%
(コロナ前10年実績)
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誰でも乗れるフェニックス、限定的だがサンフランシスコ、ロサンゼルスとオースティン。自動
運転タクシーは米国では既に商用フェーズ、日本にも3年で来ます。
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